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研究成果の概要（和文）：　本研究では、現在、世界の中で最もダイナミックな経済活動や企業行動を展開し、地域の
活力が見られるアジア各国における産業クラスターの研究を現地のフィールドワークによって、産業集積地から産業ク
ラスターへと典型的な産業クラスター形成のパターン化とその実態を明らかにすることができた。
　フィールドワークの実施では、研究シナリオ（研究フレームワーク）を作成したうえで、対象国および対象地域を選
定して、産業集積地、及び産業クラスターに関連する諸組織・諸機関の現地調査を実施、産業集積地から産業クラスタ
ー形成におけるパターン化を実施、産業集積地から産業クラスターへの実態解明を行った。

研究成果の概要（英文）： In the present study and research, for the industrial clusters in Asia the most 
dynamic economic activity in the world is seen research, by local field work, it was possible to clarify 
and its actual pattern of the formation of industrial clusters.
 In the practice of the field work, in addition to creating a research scenario, and select the target 
countries and target areas, it was carried out the actual conditions elucidation of the industry cluster.

研究分野：経営学
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１．研究開始当初の背景 
 本研究の目的は、欧米先進国に見られない
特異な産業集積・産業クラスターであるアジ
アの典型的な産業クラスター形成パターン
のモデルを構築し、それにより実践的な経営
戦略としての産業クラスター戦略、及びその
発展形態を提言することである。 
 現在、世界の中でダイナミックな経済活動
や企業行動を展開し、最も地域活力が見られ
るのがアジアの産業集積である。産業集積は、
工業団地や輸出加工区、経済特別区、経済技
術開発区、ハイテク区、ハイテクパーク、サ
イエンスパーク、ソフトウェアパークなどの
さまざまな形態があり、ダイナミックな地域
活力が見られる。 
 そこで、本研究ではアジアの産業集積から
産業クラスター形成へ発展、及び活力の源泉、
持続的な発展の可能性を考察する。それとと
もに、アジアの典型的な産業クラスター形成
のパターン化とその実態を明らかにすると
ともに、その発展形態をスマートシティとし
て考察した。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、現在、世界の中で最もダ
イナミックな経済活動や企業行動を展開し、
地域の活力が見られるアジア各国において
積極的に推進される産業集積、及び産業クラ
スターの研究を行うことによって、その実態
と課題を解明することである。 
 また、アジアにおける産業集積から産業ク
ラスターへと典型的な産業クラスター形成
のパターン化とその背景やモデル、実態や課
題を明らかにすることである。加えて、その
発展形態とスマートシティとして定義を行
い、実態と課題を明らかにすることである。 
 
３．研究の方法 
 本研究計画では、産業集積から産業クラス
ターへと、アジア地域への適用を考慮した分
析フレームワークを構築し、それらの仕組み
や取り組みなどの個別戦略をイノベーショ
ン・システムとして、そのメカニズムを解明
していく。 
 現在、アジアの典型的な産業クラスターの
形成のパターン仮説の構築のために、アジア
の産業クラスター戦略の推進が、最も顕著な
形で現れている中国やインド、ベトナムなど
のアジア地域の産業クラスターにおけるア
ンカー企業と関連企業、及び関連する諸組織
の実態調査のフィールドワークを行う。 
 さらに、産業集積地から産業クラスターへ、
アジア地域への適用を考慮した分析フレー
ムワークを構築し、それらの仕組みや取り組
みなどの個別戦略をイノベーション・システ
ムとして、そのメカニズム解明を行なう。 
 具体的には、アジア各国の産業集積、及び
産業クラスターの現地を訪問し、アンカー企
業と関連企業、及び関連する諸組織における
ネットワークの状況と課題について、質問状

（アンケート）や聞き取り（インタビュー）
調査を中心とした実態調査を行う。 
 代表的な産業集積地としては、工業団地や
輸出加工区、経済特別区、経済技術開発区、
ハイテク区、ハイテクパーク、サイエンスパ
ーク、ソフトウェアパーク等の形態が見られ、
またアジア各国において典型的な産業クラ
スターの形成のパターン仮説の構築に見ら
れるネットワークである中国、インド、ベト
ナムなどの地域、及びアンカー企業と関連企
業（スタートアップ企業や中小企業など）、
及び関連する諸組織を訪れて詳細な調査を
行う計画である。 
 また、アジアの典型的な産業集積から産業
クラスターへの形成のパターンの構築の事
例を可能な限り集めて、産業クラスターによ
るイノベーション・システムとして、そのメ
カニズム解明を行なう。 
 
４．研究成果 
 本研究は、アジア各国において積極的に推
進される産業集積、及び産業クラスターの研
究を現地のフィールドワークを行い、その実
態と課題を解明することであるが、その研究
成果を整理すると以下のようになる。 
 従来の産業クラスターの考え方は、マイケ
ル・E・ポーターが提示した概念で、ＩＴや
バイオなどの特定分野における関連企業、専
門性の高い供給業者、サービス提供者、関連
業界に属する企業、関連機関（大学、業界団
体、研究機関など）が地理的に集中し、競争
しつつ、同時に協力・協調している状態であ
る産業クラスターでは、ぶどうの房のように
企業、大学、研究機関、自治体などが、地理
的に集積し、相互の連携・競争を通じて新た
なイノベーションを創出することであった。 
 また、従来の産業クラスター形成のメカニ
ズムでは、米国・カリフォルニア州のシリコ
ンバレー、ドイツ・フランス・スイスの国境
地域のバイオバレー、中国・北京市の中関村
などの米国や欧州を中心とした地域やエリ
アの産業クラスターに見られるように、地域
に根ざす大学や研究機関、金融機関、中小・
ベンチャー企業などの交流から、イノベーシ
ョンを生み出すという”内発的”な取り組みが
多く見られることであった。 
 しかし、タイやインドネシア、ベトナムな
どのアジア各国の産業集積・産業クラスター
のフィールドワークを実施した結果、アジア
における産業クラスター形成のメカニズム
では、アジアの地域やエリアの産業クラスタ
ーに見られるものは、従来の内発的なもので
はなく、海外から国内各地、及び国内の大都
市圏から地方圏への企業誘致に頼る”外発的”
な取り組みが多いことがわかった。 
 特に、アジア各国では、外発的な取り組み
の地域産業政策として、工業団地、輸出加工
区、経済特別区、経済技術開発区、ハイテク
パーク、サイエンスパーク、ソフトウェアパ
ーク、ソフトウェアシティ、ITパークなどの



産業集積・産業クラスターを設置し、アジア
特有のダイナミックな活動を展開が見られ
ることがわかった。 
 これらの産業集積。産業クラスターでは、
その多くが道路や廃水処理施設、変電所、洪
水防止システム、上・下水道，電話、インタ
ーネット、情報通信ネットワークなどの公共
インフラを提供した企業誘致を行い、地域に
対する経済波及効果も大きかった。 
 しかし、近年では、アジアの中でも、特に
タイを軸にカンボジア、ラオス、ミャンマー、
ベトナムの CLMV 各国で構成する陸の
ASEAN と呼ばれるメコン各国で、東西経済
回廊・南北経済回廊・南部経済（第 2東西経
済回廊）などの物流システムの整備を行い、
企業が国境を越えた生産活動を展開するグ
ローバル・サプライチェーン構築した陸路の
コネクティビティを重視した、産業集積・産
業クラスター間のリンケージマネジメント
を積極的に展開することがわかった。 
 一方、地域における産業クラスターの発展
形態として、スマートシティやスマートコミ
ュニティを取り上げることができる。スマー
トシティでは、スマートグリッドによるエネ
ルギー最適化に加えて、交通インフラや医療
インフラなどが次世代型に整備された地域
やエリアのことを指している。スマートシテ
ィでは、再生可能エネルギーの効率的な利用
を可能にするスマートグリッド、電気自動車
の充電システム整備による交通システム、蓄
電池や省エネ家電などによる都市システム
を総合的に組み合わせた地域・エリアづくり
が行われている。 
 スマートグリッドは、ネットワークによる
通信や制御の機能を取り入れ、電力供給の最
適化を図る電力網のことである。既存の電力
網では外部との通信や制御はではないが、ス
マートグリッドならリアルタイムで各家庭
やビルやマンションなどの電力使用量を把
握することが可能である。この概念を取り入
れて、過負荷による停電防止や送電調整に役
立つことが可能で、電力インフラが乏しいア
ジアの産業集積・産業クラスターでは、その
概念を取り入れたイノベーションの創出の
展開が見られることがわかった。 
 スマートシティは、その実証実験が産業ク
ラスターの発展された形態として国内外の
途中であり、その実態が提示された段階で、
スマートグリッドやスマートコミュニティ
などのスマートを冠とする他のキーワード
と密接な関係がある。スマートシティには、
数多くのステークホルダーが存在し、国内外
でさまざまな形態、及び展開が見られる。こ
のように、スマートシティに関する議論は複
雑で多様化していることがわかった。 
 産業クラスター、及びその発展形であるス
マートシティにおいては、それらを構成する
企業、及び関連するさまざまな組織によるイ
ノベーション創出のための活動が展開され
ていることがわかった。 
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